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	四国最東端の「蒲生田岬」

離島の「伊島」

	阿南市椿町

阿南市伊島町



四国最東端の蒲生田岬とかもだ岬温泉
　阿南市福井町で国道五五号線を左折、県道二六号線を椿町に向かう。椿町の中心地から表示に従い椿湾の南岸を約八キロ東へ。かもだ岬温泉を過ぎるとすぐにトンネルで、岬の小さな集落に着く。そこは亜熱帯の別世界だ。松林の中に、旧蒲生田小学校と賀立神社が佇む。防潮堤の外には砂浜が広がり、夏期には海亀が上陸し産卵する。松林に沿って右に進むと、四国最東端の蒲生田岬の白い灯台が、海抜六〇メートルの岩上に見えてくる。
　長い階段をのぼりきると三六〇度の大展望だ。六キロ沖には離島の「伊島」、そしてはるか東には和歌山県の日ノ岬、山並みを望む。北の方角には、那賀川河口から徳島市、鳴門市へと海岸線が続き、鳴門海峡大橋の右側には淡路島がゆったりと望まれる。南はどこまでも青い太平洋が広がる。岬の灯台の下は絶壁で、磯には太平洋の荒波が寄せて白い。
　駐車場横の大池は、亜熱帯の植生の貴重な場所でもあり、池の奥まで遊歩道が整備されている。
四国最東端の離島「伊島」
　阿南市津乃峰町の答島港から連絡船で三十分、「阿波の松島」と称される橘湾を抜け、蒲生田岬沖六キロの紀伊水道に浮かぶ絶海の離島が「伊島」だ。周囲九・五キロ、人口約百人ほどの小島である。集落は漁港周辺に一塊になっている。港のすぐ近くに当所神社、集落奥に久しく休校になっている伊島小中学校がある。学校横を抜けると、島の遊歩道コースに入る。歩き始めてすぐ、看板に従って右の脇道に入ると、島民おすすめの「カベヘラ」、絶壁の岩上から太平洋を望む。この付近は磯釣りのメッカでもあるらしい。本道に戻り、更に歩を進めると伊島灯台への分岐があり、白亜の灯台はすぐそこである。ここからも太平洋の大パノラマを堪能する。
　この付近からの尾根筋は固有種イシマササユリの保護区域になっている。一時期、絶滅の危機に陥っていたそうだが、島民と保存会の努力で復活し、毎年五月下旬から六月初旬にかけて、かれんなピンクの大輪を鑑賞することができる。この遊歩道は西国三十三ヵ所巡りのコースでもある。東端には松林寺奥の院の観音堂があり、健脚の方は訪れるとよい。
　伊島への連絡船は一日三往復、便数が少ないので、事前に発着時間を確認しておくことが必須である。
　伊島連絡航路　☏〇八八四❘三三❘一二七一
　答島港へは、ＪＲ橘駅より徒歩十五分　港に駐車場有

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　記・横井知昭
〈例　句〉
恋の日の白き灯台黒揚羽　　福島せいぎ
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	漁師町「椿泊」と

椿自然園

	阿南市椿泊町

阿南市椿町







　漁師町「椿泊」
　阿南市福井町で国道五五号線を左折、県道二六号線のトンネルを二つ抜けると椿町の中心地に至る。
　阿南市の最も南で、椿湾の北側の半島は、バス停「椿泊」を起点に、狭い路地が一キロ続く漁師町が「椿泊」である。湾の南側半島の先端・蒲生田岬が四国最東端なので、第二位の東端にあたる。漁師町特有の曲がりくねった狭い町並みで、車を降りて歩くのがよいでしょう。中央付近の佐田神社は、海の男たちの勇壮な夏祭りが有名である。男たちの担ぐ神輿が、神社から石段を下り、海に突っ込んでいく。半島の先近くに道明寺があり、境内の左奥には、戦国時代から江戸時代に四国東部で勢力を誇った森水軍の歴代墓地があり、句材にあふれる。
　旧椿泊小学校が路地の終点で、その先の燧崎は絶壁だが遊歩道が通じていて先端まで行ける。火打石の露出が見られ、地層学上貴重な場所である。なお、椿泊小学校跡地は椿城（別名：松鶴城）跡でもある。
　帰りの土産には、バス停「椿泊」近くの「竹内水産」がおすすめ、新鮮な釜揚げチリメン、生わかめなど海産物の産直販売をしている。
椿自然園
　漁師町「椿泊」に向かい、椿町中学校（休校）のすぐ先で表示看板に従い左折、曲がりくねった山道を二キロほど進んだ半島の尾根筋に椿自然園がある。ここからの眺めは徳島八十八景の一つに登録される絶景である。北の眼下に阿波八景の橘湾、阿南市の海岸線を望み、南東に蒲生田岬、離島の伊島、その先には太平洋が広がる。　
　広い園内には約七〇〇種、世界中の珍種も含め、三千本の椿が植えられていて、自然豊かな絶景スポットである。温室ハウス内では椿の苗木の販売も行っている。
　併設のレストランの名物は、麓の椿川で獲れたシロウオの料理（季節限定❘要予約）である。
（※シロウオ漁は四つ手網でシロウオを掬う独特の漁法で、川岸に並ぶ光景は、絶好の春の風物詩である）
　尾根筋を越えた北側の海岸には、ＹＭＣＡ阿南国際センターがある。カッター、カヤック、ヨット、カヌーなどが常設され、体験できる施設で、時間に余裕があれば立ち寄りたい場所である。
　椿自然園　　☏〇八八四❘三三❘一一二七
　　　つばき祭は三月中開催
　ＹＭＣＡ阿南国際海洋センター
　　　　　　　☏〇八八四❘三三❘一二二一
　竹内水産直売所
　　　　　　　☏〇八八四❘三三❘一一四八
　　　　　　　　　　　　　　　（記・横井知昭）
例　　句








地図










写真








地図









写真

